
 

ＰＣＲ法での検査概要 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○目的のＤＮＡ領域を増幅 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 
 
 
１回目 

 

２回目 

 

 

 

３回目 

 

ｎ回繰り返す 

目的のＤＮＡ断片数 ２ｎ－２ｎ 

ＰＣＲ 

 
増幅させたＤＮＡの分離検出 

電気泳動 

    ポリメラーゼ(DNAを合成する酵素) 

      

 DNAの材料 リン酸+糖+塩基 

(A:アデニンG:グアニンC:シトシンT:チミン) 

     

プライマー(合成が開始される部分)   
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２本鎖の解離 

プライマー結合 

ＤＮＡ伸長反応 

ＰＣＲはポリメラーゼチェーン

リアクションの略で、ＤＮＡポリメ

ラーゼ(酵素)を用いて、プライマー

で挟まれた領域のＤＮＡ断片を増

幅させる反応です。Ｏ157の検査で

は、ベロ毒素を産生する遺伝子の一

部をターゲットとし、ＤＮＡを増

幅･検出することで、ベロ毒素産生

遺伝子の有無を確認しています。 

使用するプライマーや酵素を変えることで、様々な菌種やウイルスなど

のＤＮＡ(ＲＮＡ)を検出することが可能です。また、ＰＣＲでの検査は遺

伝子の有無を確認できるため、培養法による検査に比べ、検査時間短縮の

他、培養条件や菌の損傷などの影響を受けにくいという利点もあります。  

ＤＮＡサイズの確認 

目的遺伝子 


